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昭和63年 度 の榎垣外遺跡ほか、試掘、確認調査(詳 細分

布調査)及 び緊急発掘調査の報告書(概 報)を 刊行するこ

とになりました。

岡谷市内には170ヶ 所 をこえる遺跡が知 られていますが、

近年の開発、 とくに住宅建設に関連す る土木工事 は急増 し

て、本年 も24件 の調査件数 にのぼ り、貴重な埋蔵文化財が

発見 され ました。

このような成果 を見 るたびに、長 い歴史 と文化の重みを

あらためて認識す るとともに、貴重 なこれ ら文化遺産 を大

切 にして、岡谷の歴史 と文化を明 らかにし、地域の創造に

役立てていかな くてはいけないことを強 く感 じているとこ

ろです。

今年度の調査 にあた り、土地所有者各位、工事関係者の

方々、そ して、調査地に隣接 した多 くのみなさんのご好意、

ご協力に御礼申し上げる次第であ ります。また、発掘に携

わっていただいたみなさんには、炎暑、厳寒の中を御苦労

いただき感謝 いた してお ります。

おわりに、出土品の鑑定や保存処理 にご助言や貴重なご

意見、ご教示 を賜 りました奈良国立埋蔵文化財研究所、奈

良飛鳥資料館、文化庁の先生方、県文化課の先生方 をは じ

め、お世話になった関係各位に厚 くお礼 申し上げます。

平成元年3月20日

岡谷市教育委員会

教育長 八 幡 栄 一



例 言

1.本 報 告書は、昭和63年 度、榎垣外遺跡ほか分布調査(試 掘、確認調査)及 び緊急発掘調査の報告書(概 報)

で ある。

2.調 査 は、国庫および県費か ら補助金交付 をうけた岡谷市教育委員会が、昭和63年4月18日 か ら平成元年3月

20日 にかけて実施 した。整理作業は主に12月 ～1月 に行ったが、出土品は十分な整理が終了 していないため、

概要の掲載に とどめてある。

3.出 土 品のうち、榎垣外遺跡柿垣外地籍 出土の青銅鏡、鉄製海老錠、灰粕陶器、同遺跡金山東地籍の墨書土器

については、奈良国立埋蔵文化財研究所工楽善通、肥塚隆保、上原真人、巽淳一郎、寺崎保広、鬼頭清明の各

先生方 ならびに奈良飛鳥資料館杉山洋先生にご教示いただいた。

4.出 土 遺物、記録図面、写真等の資料はすべ て岡谷市教育委員会で保管 している。
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1.63年 度試掘 ・確認調査(詳 細分布調査)及 び緊急発掘調査の概要

63年 度、岡谷市内において周知の遺跡に農地転用、公共事業等の開発行為が計画 ・実行 され、市教育委員会が

何んらかの対応を行った件数は30件 をこえ、そのうち、試掘、確認調査は24件 に及んでいる。 そして、それから

さらに緊急発掘 したケースは7件 、4遺 跡である。(ただし2件 は緊急発掘に際 して、調査費用の協力 を得ている)

本 年度の調査の特長は・前年度に弓1き続 き長地方面(湖 北地区沖積地)の 平坦部に調査が集中 していることで

ある。そのために、縄文時代の遺構 ・遺物は志平、清水 田、広畑の各遺跡で発掘 された ものの、その数量はこれ

までにな く少ない数であ り、代って奈良～平安時代の遺構 ・遺物が極立って多い結果 となった。

調査の中で特 に注 目すべ きものは、榎垣外遺跡の成果であろう。官衙跡を北東端 にして2km四 方 に及ぶ範囲内

に、大 き く三地点の住居群が明 らかにされつっ あったが、今年度、思 いもせず最西端の柿垣外地籍において、火

災焼失家屋が発見され、青銅鏡二面を含む炭化米等多量の遺物が検 出された。 この地籍は横河川自然堤防の縁に

あって、地下は大 きな転石が河原のごとく堆積 した場所であって、あまり遺構の存在は期待 されていなかった地

区である。同 じく西北端の上の原地籍においても、2棟 の平安時代住居跡が検出されるなど、住居群(ム ラ)の

広が りは予想以上 に複雑 ・広範囲であることが明らかとな り、詳細分布調査の重要性 を示す結果 となった。

なお、緊急発掘については以下本文中に概要を記 したが、広畑遺跡 とその他試掘 ・確認 につ いては特別の成果

もな く下記の表によって詳細は省略 した。また、一部費用の協力を得 た榎垣外遺跡上の原、金山東地籍の概要 に

ついては一所にまとめて本書 に掲載 した。

表163年 度試掘 ・確 認調査一覧表

遣 跡 名 所 在 地 調査の原因 調査期間 主な遺構 遺構・遺物の時代他

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

志平

上屋敷

榎垣外(柿垣外地籍)

西垣外

横川上ノ原

目切

榎垣外(上 の原地籍)

榎垣外(上 の原地籍)

榎垣外(上 の原地籍)

榎垣外(金 山東地籍)

榎垣外(山 道端地籍)

上屋敷

広畑

榎垣外(榎 海戸地籍)

榎垣外(中 町地籍)

清水田

榎垣外(小田野汐下地籍)

榎垣外(古 屋敷)

榎垣外(上 の原)

上屋敷

梨久保

榎垣外(向 田地籍)

川 岸 東2丁 目9886-4

長 地横 川5265-8他

長 地東 堀2291-2

川岸3丁 目3258-3

長 地 横 川5844二10

長 地 中 屋3820-1他

長 地 東堀2803-2

長 地 東 堀2803-6

長 地東 堀2793

長 地 中屋2883-2

長地 東 堀2349-1他

長 地 横 川5214-3

川岸 上4丁 目1612-1

長 地 中屋4023-1

長 地 東堀3514

長 地 中村4303-1他

長 地3164-1他

長 地 中屋4076-8

長 地 東 堀2802

長 地 横 川5534-1他

長 地 中村45588-15

長 地 中村4714-1他

住宅建設

11

11

11

11

11

駐車場建設

1/

住宅建設

工場建設

住宅建設

作業道設置

住宅建設

駐車場建設

住宅建設

11

駐車場建設

//

11

資材置場

住宅建設

公会堂建設
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4.19.4.20

4.21一 一8.9
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7
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1
.19～1.31
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住7、 擾3

住2

住1

縄文.平安.緊 急発掘

縄文.

平安.鏡2.緊 急発掘

縄文.

縄文.

縄文.

平安.緊 急発掘

縄文

平安.緊 急発掘

平安 緊急発掘

縄文

縄文 緊急発掘

縄文.平 安.緊急発掘

平安.

平安.

縄文.

平安.

/



第1図 試掘 ・確認調査地 点(番 号は表1の 一 覧表 に同 じ)
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2.志 平 遺 跡

1.発 掘調査の場所 岡谷市川岸東2丁 目9886-4・

2.土 地の所有者 林 昌明

3.発 掘調査の期間 昭和63年4月18日 ～63年5月8日

4.発 掘調査の 目的 ・原因 住宅建設

5.調 査面積89.2m2

6.発 見 された遺構 縄文時代住居跡1棟

縄文時代小竪穴8基

平安時代住居跡1棟

第1号 住居跡は、平安時代後半の住居跡で、大 きさは

4.7×4.5m、 西側にカマ ドを持つ住居跡である。床に堅い

タタキ面があり中央部 に約1m四 方 の凹みがある。

第2号 住居跡は、縄文時代中期中葉の住居跡で、その

3/4は 調査区外にある。大 きさは短径4mほ どの楕円形 と

思われる。炉は土器片を8枚 使 った土器囲い炉である。

小竪穴か らは出土遺物が少な く時期決定にはいた らない。

7.出 土 した遺物 縄文土器4土 師器8須 恵器4

石 錺i11打 製石斧31石 匙4凹 石2石 槍1石 錘1

第2凶 第1号 住居 跡

第3図 第2号 住居跡

磨製石斧3鉄 製品2土 器片石片3箱 縄文土器 と打製石斧は第2号 住居跡中層 ・下層からの出土が多 く、投

げ捨てによるもの と思われる。土師器、須恵器は第1号 住居跡カマ ド周辺か らの出土である。

第4図 志平遺 跡遺構全体図(1:80) 3



3.榎 垣外遺跡柿垣外地籍

1.発 掘調査の場所 岡谷市長地字柿垣外2291-2

2.土 地 の所有者 小松崇邦

3.発 掘調査の期間 昭和63年4月21日 ～63年8月9日

4.発 掘調査の 目的 ・原因 住宅建設

5.調 査 面積101.5m2

6.発 見 された遺構 平安時代住居跡1棟

小竪穴2基

住居跡は、大小の石 を含む黒色土 を掘 り込み、覆土は

黒色土に挙大から、一辺が50cm前 後 の大 きな石 と炭 を多

量に含む非常に確認困難 な土層であった。平面形態は、

南北6m× 東 西5.5mの ややいびつな方形を呈す。床面は

一一部 に堅い面 を残 し黒色土に黄褐色粒 と砂粒子 を含んで

いる。カマ ドは北壁 中央 に位置するが、遺存状態は良 く

なく、崩壊 していてその周辺 に構築材の粘土や石組に使

用されたと思われる石が散在 している。それ に混 じって

ブイゴの破片が出土した。かろうじて火床上面に左右脇

の石組 と中央に支柱 となる石が原位置を留めている。 こ

の住居は火災による焼失家屋であ り、床上面には炭化材

が多 く散在 し、中にはホゾ穴 を残す ような もの もあった。

第5図 第1号 住居跡

第6図 加工痕跡のある炭化材

4 第7図 柿垣外地籍 第1号 住居跡(1:80)



第8図 第1号 住居跡出土の灰紬陶器碗と皿

7.出 土 した遺物 土師器7須 恵器1灰

粕陶器2土 錘6ブ イゴ破片2砥 石3

青 銅鏡2鉄 製紡錘車1鉄 製バ ックル2

鉄 製海老錠1そ の他鉄製品38土 器 片 ・

石片4箱

特筆すべ き遺物に鉄製海老錠 と二面の青銅

鏡がある。いずれ も、ほぼ床上面での出土で

ある。「海老錠」の類例は多 くあるが、平城宮

跡か ら出土 したもの と同一であ り、レン トゲ

ン写真によって施錠 されて鍵は付いていない

状態であることが確認された。厨子の ような

調度品の扉に付けられていた と考えられる。

青銅鏡については、一方は 「八花鏡」で完

形品であ り、文様 も推定可能 な逸品である。

大 きさは最大径6.25cm、 縁端厚2.5mm、 紐 部厚

5mm、文様のない部分の厚さ2.2mmの 小 品であ

る。文様構成は唐式鏡的で、内区、外区に分

けられ、内区は草花文 と鳥文 を交互に、外区

は蝶(又 は蜂文)と 雲(又 はつる草文)を 交

互に置 く。文様はシャープさに欠けてお り、

唐鏡を踏み返 し作られた国産品と見られるが、

八花鏡で小形 とい う点では全国において発見

例はない。他方は 「方鏡」の断片(1/4)で 、

大 きさは5.5×6.Ocm、 縁 辺厚3.4mm、 鏡胎厚1.9

mmの 超薄型である。形状は四隅が入角 し唐鏡

系に近い。類例は日光男体山に1点 見 られる。

いずれ も製作年代については伝世す るのは不

明であるが、伴出 した灰粕陶器は、9C末 ～10

C中 頃 におかれるので、 そのあた りかそれ以

前に推定 されるようか。

その他散在する炭の中には扁平な板状の炭

化材が折 り重った状態で検 出されて、それに

アワ状の穀類 と思われる炭化粒が混 じってい

た。これは米櫃のような木製品に納め られた

穀類が存在 したともうけとめ られる。この よ

うにこの住居跡は、火災家屋であったがため

第9図 第1号 住居跡炭化材と遺物出土状態

第10図 ホ ゾ穴の ある炭化材



第目図 第1号 住居跡出土八花鏡

第12図 八花鏡拓本 ・断面図

第13図 方鏡 第14図 鉄製バ ックル

に非常に多 くのバ ラエティ

ー に富んだ遺物が出土 し、

多 くの情報 を提供す る好資

料であった。

なお、遺物に関する所見

では、工楽善通氏 ・肥塚隆

保 氏 ・上原真人氏 ・巽淳一

郎氏 ・寺崎保広氏 ・鬼頭清

明氏(以 上奈良国立埋蔵文

化財研究所)、 杉山洋氏(奈 弟15凶 鉄裂冴宅縦

良飛鳥資料館)、 久保智康氏(福 井県立歴史博物館)を は じめ多くの諸氏よ り、御教示・御配慮 を頂いた・末筆 な

が ら厚 く御礼 申し上げます。
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4.榎 垣 外 遺 跡 上 の 原 地 籍

1.発 掘調査の場所 岡谷市長地東堀小字上の原

2803-2

2.土 地の所有者 松沢一男

3.発 掘 調査の期間 昭和63年5月14日 ～63年6月8日

4.発 掘 調査の 目的 ・原因 駐車場建設 のため試掘

5.調 査 面積89.2m・

6.発 見 された遺構 平安時代中期住居跡2棟

第1号 住居跡 ほぼ南北に沿 って北側 にカマ ドを配

した南北4.5× 東 西4.5mの 方 形の住居跡である。壁は深い

所で35cm程 であ1)、 カマ ドの残存は天井の崩落はあるも

のの比較的よい方であった。柱穴は住居跡中央 よりやや

北側に2本 、南壁際に2本 確認 され、それぞれ20cm前 後

の深さを持つ。周溝は全周に巡 る。

第2号 住居跡 ほぼ南北に沿って造 られ、4.0×3.7

mの 大 きさの東側にカマ ドを配置した住居跡である。覆土

は浅 く、カマ ドの残存状態は火床面がわずかに残 る程度

である。北西隅には床面よ り一段高 くなった堅い面があ

り、両脇に柱穴があることから出入 口ではないかと推測

される。

第16図 第1号 住居跡(上)と 第2号 住居跡(下)

第17図 上 の原地 籍遺 構全体図(180)
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7.出 土 した遺物 土 師器15

須 恵器3鉄 製刀子4砥 石1

土 器片石片3箱 土師器杯は第

1号 住居跡 より10点 、 第2号 住

居跡よ り4点 出土 し、その中の

2点 は 「+」 の墨書土器であ り、

墨の上 をさらに刻書している。

第1号 住居跡か らは土師器甕

が カマ ド脇よ り出土しているが

他の遺物は覆土の中層から出土

したものが多い。

須恵器壺、甕は第2号 住カマ

ド脇より大型の破片や杯 と共に

まとまって出土 した。

第18図 第2号 住居跡 カマ ド付近

第19図 第2号 住居跡出土の須恵器甕
第20図 第2号 住居跡出土の須恵壺

8 第21図 全体写真



5.榎 垣 外 遺 跡 金 山 東 地 籍

1.発 掘 調査の場所 岡谷市長地2883-2

2.土 地 の所有者 高木昭好

3.発 掘 調査の期間 昭和63年6月7日 ～63年7月4日

4.発 掘 調査の目的 ・原因 工場建設のため試掘

5.調 査 面積166.7m・

6.発 見 された遺構 奈良時代末期住居跡5棟

第9号 住居跡 南北5.3×5.7mの やや大型の西側に

カマ ドを配置 した住居跡である。耕作のため壁の残 りは

悪 く、カマ ドも火床面 まで荒れていた。床 は中央部ほど

堅 くなり柱穴は床面 に2本 、東壁際に2本 確認できた。

住居跡中央には、深さ20cmほ どの不定形な穴があ り、 多

くの土師器片や少量の焼土が入っていた。 また、一部は 第22図 第9号 住居跡出土の墨吾土器

直径20cm程 の礫 を基底部 に含んでお り、灰捨て穴 と柱穴が隣接 していた様子である。住居跡北壁付近に古い火床

面が検出され、カマ ドの移設 を示 していた。

第23図 第9号 住 居跡 第24図 第10号 住居跡

第25図 金 山東地籍遺構 全体図(1200)
9



第10号 住 居跡 南北5.0× 東 西4.7mの 西

側 にカマ ドを配置 した住居跡である。壁は深

い所で40cmほ ど残 っているがカマ ドはほとん

ど原形 を留めず、床面に広 く焼土を散 らして

いた。耕作による破壊ではな く、住居が廃棄

された時に人為的に壊 されたもの と思われる。

床面には炭化物が多く検 出された。

住居跡北壁側の周溝は壁の直下 にはな く、

やや住居内に入った所に掘 られている。従っ

て周溝 と北壁の間に幅25cmの スペースが存在

する。柱穴は床面では確認できなか った。

第11号 住 居跡 南北3.9× 東 西3.7mの ほ

ぼ南北に沿った東側にカマ ドを配置 した住居

跡である。周溝は東側にはな く、三方をコの

字 に囲んでいる。 カマ ドは、耕作土が深いた

め火床面まで及んでお り、原形 を残 していな

い。床面は中央から南方向に貼ってあ り、そ

の下よ り旧周溝が検 出され、南壁のみ拡張が

確認された。

第12号 住居跡 南北4.9× 東 西4.5mを 測

り、壁 もカマ ドも遺存状況は良好であった。

北壁は、砂礫層を掘 り込んで作 られている。

カマ ドの天井は一部崩れているものの、か

な り良好 な状態で残っていた。右袖先端部だ

け粘土質の土ではな く、黒色土で固めてお り、

この部分だけ一部破損 した後修復 して使用 し

ていたと思われる。柱穴は中央に2本 、南壁

際 に2本 、北壁に柱穴 らしきものが2本 検 出

された。

第26図 第ll号 住居跡

第27図 第12号 住居 跡

第13号 住 居跡 南北3.9×4.Omの 東側にカマ ドを配置 した住居跡で、カマ ドを含む東壁は、第12号 住 居跡の上に

重複 している。床は中央部が堅い。南壁は耕作によって削 られてお り推定であるが周溝は東壁を除 く三辺に巡る

と思われる。 カマ ドの残存は良好で一部天井の石 も残 っていた。

7.出 土 した遺物 土師器7(墨 書 土器1)須 恵器4刀 子3鉄 製紡錘車軸1土 器片石片3箱

各住居跡 とも土師器 ・須恵器がまばちに出土 している。刀子は第10号 住 居跡2本 、第13号 住居跡1本 、鉄製紡

錘車軸は第11号 住 居跡 より出土 している。墨書土器は第9号 住居跡 より検出 された。

第28図 第13号 住居跡 出土の土 師器皿

第29図 第13号 住 居跡
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6.榎 垣外遺跡(山 道端地籍)

1.発 掘 調査の場所 岡谷市長地字山道端2349-1

2349-82349-9

2.土 地 の所有者 八幡益晴

3.発 掘 調査の期間 昭和63年6月28日 ～63年9月30日

4.発 掘 調査の目的 ・原因 住宅建設

5.調 査面積352.4m2

6.発 見 された遺構 奈良平安時代住居跡7棟

特殊遺構1基

第4号 住居跡 南北5.5× 東 西5.8mの 北側 にカマ ド

を配置 した方形の住居跡である。柱穴、周溝はな く、カ

マ ドの残存状態 もあまり良 くなかったが周辺か らの遺物

の出土は多かった。第5号 住居跡は、黒色土中に床面 ら

しい堅緻 な面が検出されたが、覆土 との違 いが明確 でな

かったため、正確 な大 きさがわか らなかった。

第6号 住居跡 南北約8.0× 東 西約9.Omの 大 きさで

西側にカマ ドを配置した礎石のある住居跡である。 カマ

ドの残存状態は良好であ り、す ぐ左脇か ら墨書土器「～・」

が横一列に並び重なって、棚から落ちた状態のまま出土

した。

第30図 第4号 住 居跡

第31図 第7・12・6号 住 居 跡

第32図 山道端地籍遺構 全体図(i:200) 11



第7号 住居跡 南北8.0× 東西10.Omを 測 る大型の住

居跡である。カマ ドの残存状態は、石組 を抜 き取られて

いるため良 くないが、袖幅250cm奥 行140cmの 大 型のカマ

ドである。 カマ ド右側には、多 くの須恵器杯 ・蓋 などが

出土 している。

第8号 住居跡 本跡は拡張 もしくは、建て直しによ

り第9号 住居跡 となる。そのため、8号 住居 カマ ド跡は

第9号 住居の床下 より確認 された。第9号 住居跡のカマ
第33図 第8号 住 居跡出土の石製紡錘 車(右)と 砥石?(左)

第34図 第iz号 住居跡の カマ ド石組
第35図 第6号 住居跡の墨書土器出土状態

第36図 第6号 住居跡出土の墨書土器(坪 底部裏面)
12



ドは、さらに東側に寄 り

調査区外になって しまっ

ている。

第12号 住 居跡 南北

10.0× 東 西11.Omを 測 る

大型の住居跡である。西

側 に袖幅200cm× 奥行140

cmの カマ ドを配置 し、さ

らに北側に張 り出 し部 を

作 り、そこに袖幅110cm奥

行260cmの 細長いカマ ドを

設置 してある。このカマ

ドは一部第6号 住居跡に

切 られているものの火床

面は正確に検出で きた。

特殊遺構 焼土の固まりが16cmの 厚 さで焼けてお り、

中央にピッ トが検出されたが、どのような性格の遺構か

明らかではない。

7.出 土 した遺物 土師器19須 恵器46銅 製 品2短

刀1砥 石2土 錘7凹 石1石 皿1墨 書土器,

破 片を含む 「N・」の土師器15片 、須恵器9片 その他不

明墨書若干。

墨書土器のそのほ とん どが第6号 住居跡 より出土 して

いる。須恵器は第7号 住居跡からの出土が著 しい。

第37図 第7号 住居跡の遺物 出土状態(カ マ ドの南側)

第38図 第7号 住 居跡出土の短 刀
第39図 第7号 住居跡出土の須恵器蓋

第40図 第9号 住 居跡出土の灰粕陶器 壺 第41図 第4号 住 居跡出土の円面硯 13



7.清 水 田 遺 跡

1.発 掘調査の場所 岡谷市長地中村小字中村4303-1

4303-34303-4

小字 清水田4302-24302-3

4302-44301-34300-3

2.土 地 の所有者 山田 中 山田直由

3.発 掘調査の期間 昭和63年9月28日 ～63年11月1日

4.発 掘調査の 目的 ・原因 住宅建設

5.調 査面積127m2

6.発 見 された遺構 縄文時代中期初頭住居跡5棟

平安時代中期住居跡2棟

小竪穴3基

第1号 住居跡 耕作によってほとんど破壊 されてい

たが、わずかな火床痕跡 と部分的な床面が残 ってお りそ

の床直上に刻書土器 「+」 が出土 した。

第2号 住居跡 ほぼ南北に沿 った住居跡で、南北

3.5× 東西3.Omを 測 る。東側にカマ ドを配置 している。床

は中央部ほど堅 くタタキ締め られている。

第3・4・5・6・7号 住居跡4回 の建て直 しが認め られる縄文

時代中期初頭の住居跡である。上から下ヘスライ ドして、5住 →3

住→6住 →7住 →4住 の順 と思われる。第5号 住居 を除 く4棟 の住

居跡はどれも堅い床面を持つ。

小竪穴1基 は弥生時代の土籏墓であり、大型の甕1個 体が出

土 した。その他2基 は時期不明である。

7.出 土 した遺物 縄文土器3弥 生土器1土 師器3(刻 書 土器

1)須 恵器2石 錺i3打 製石斧4凹 石10石 棒1磨 石類

5石 皿1刀 子1玉 類1砥 石1土 器片石片3箱

縄文土器、石器類は大部分は3・4号 住居跡覆土か ら出土 した。

どちらの住居跡 も大型の土器片が

多く、また、直径20cmほ どの礫 と

第42図 第2号 住居跡

第43図 遺構全体写真

第44図 小 竪 穴No.1

混 じり合 っていて、完形に復原さ

れるものは極めて少ない。

弥生土器は、土墳墓 と思われる

小竪穴よ り出土している。第1号

住居跡の出土遺物は少な く、完形

に近い ものは部分的な床面よ り検

出 した刻書土器だけである。第2

号住居跡には、カマ ド付近よ り土

師器、須恵器が出土したほか、刀

子が1点 検出されている。

14 第45図 清 水田遺 跡遺 構全体 図(1200)




